
愛知連絡会は「保険でよ

り良い歯科医療」の実現を

求めて運動を続けています．

7月6日に愛知県議会で

「歯科医療の充実について

の意見書」が採択されまし

た．これは連絡会に参加す

る愛知県保険医協会歯科部

会が，今年の1月に民主党

愛知県議団に意見書採択を

求めて要請を行っていたも

のです．3月議会では歯科

診療報酬改定の時期と重なっ

たこともあって，提案が見

送られていましたが，この

6月議会で全会派一致で採

択されました．

意見書は，提案までに民

主党県議との間で文案の検

討を何度も行い，保険医協

会が要請していた患者の窓

口負担の軽減，診療報酬の

改善，安全で普及している

歯科技術の保険適用，の3

点についてがほぼ盛り込ま

れた内容になりました．

採択された意見書では，

「患者の医療費負担が増加

し，…歯科医療が受けにく

い状況となっている．…患

者の窓口負担の軽減を図る

ことが必要となるが，まず

は保険の適用範囲を拡大す

ることで，より質の高い適

切な医療を受けやすい環境

をつくっていくことが不可

欠」としています．また，

今回の歯科報酬改定につい

ても「歯周病や義歯につい

てはいまだ十分な治療を行

うことができず，保険の新

規適用や拡大についても症

例が限定されている…，金

属部分床義歯やメタルボン

ドなど一般的に行われてい

る治療への対象拡大が求め

られている」とし，最後は

「実態に即した診療報酬体

系の確立や保険適用の拡充

を図るなど，歯科医療の充

実に積極的に取り組まれる

よう強く要望する」と結ん

でいます．

歯科医療改善の意見書採
択は県下で１５自治体に

今年の３月議会では安城

市議会でも意見書が採択さ

れていました．これで県内

では約４分の１にあたる15

自治体で意見書が採択され

たことになります．

今までに愛知県のほか，

名古屋市，西尾市，大府市，

知立市，愛西市，清須市，

北名古屋市，安城市，豊山

町，大口町，扶桑町，蟹江

町，飛島村，阿久比町で意

見書が採択されています．

意見書を採択する自治体

を増やして，歯科医療改善

を実現させていくために，

愛知県議会で意見書が採択

されたことは大きな意義が

あります．さらに採択する

自治体を増やす運動を進め

ていく必要があります．

「保険で良い歯科医療」の
意見書採択は、全国で１県
議会、４９６市町村議会に

「保険で良い歯科医療の

実現を求める」意見書採択

数は，11月1日現在，愛知

県議会や三重県議会など11

県議会と,34都道府県の496

市町村議会（28.7％）となっ

ています．

第18号 「保険でより良い歯科医療を」 愛知連絡会ニュース 2010年11月18日

「保険でより良い歯科医療を」
愛知連絡会

〒466-8655
名古屋市昭和区妙見町19-2

愛知県保険医会館内
TEL；(052)832-1349
FAX；(052)834-3584

「保険で良い歯科医療

を」全国連絡会の第11回

総会が、10月30日(土)午

後３時から、東京・新宿

農協会館で開催されまし

た．台風が近づく悪天候

の中，各地の連絡会を含

め17都道府県から歯科医

師，歯科技工士，歯科衛生

士，市民ら59人が参加．愛

知連絡会からは大藪会長，

江原副会長，事務局2名が

参加しました．

総会では，大藪全国連絡

会世話人の司会で始まり，

宇佐美宏副会長の挨拶の後、

江原副会長が，歯科医療を

めぐる情勢の特徴と前回総

会(08年11月)後の主な取り

組み，今後の運動方針案を

提案しました．

活動報告・討議では，

「歯科医療をより良くする

ため，市民と問題点を共有

し運動を進めていくことが

大切」(千葉)，「毎年行っ

ている浅草の街頭宣伝は，

ちんどん屋さんと賑やかに

行う予定」(東京)との報告

の他，愛知，長野，兵庫，

大阪の連絡会から電話相談，

街頭宣伝，市民講演会，署

名活動，自治体への請願や

国会議員要請などの活動が

紹介されました．宮城から

は「連絡会結成に向けて，

市民フォーラムを開催し，

世帯加入率が6割以上の生

協と共催しイイハデーの集

いを企画するなど，信頼関

係を深めていきたい」との

発言もありました．

新役員体制では，従来の

3人の副会長が代表世話人

となり，この間に結成され

た各連絡会からも世話人を

選出してもらうよう要請が

ありました．
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第56回愛知母親大会

が11月7日(日)に半田

市雁宿ホール等で開催

されました．「保険で

より良い歯科医療を」

愛知連絡会では，乳幼

児期の歯の健康を取り

上げた分科会を企画し参加

しました．講師・助言者は，

大藪憲治愛知連絡会会長と

南医療生協の中村真弓・山

本真也両歯科衛生士が担当

し，乳幼児とその親など約

３０人が参加しました．

分科会は午前10時すぎか

ら始まり，歯に関係した歌

に合わせたリズム遊びや紙

芝居などで緊張をほぐしな

がら進められました．おや

つタイムでは，大藪先生か

らおやつや飲料水などの与

え方と歯への影響，唾液の

作用などについて説明し，

その後，歯科衛生士から幼

児の寝かせ磨きの方法と留

意点などについて，歯ブラ

シを実際に使いながらアド

バイスがされました．

参加者からは，「親の仕

上げ磨きはいつまで必要な

のか」「フッ素塗布は行っ

たほうがよいのか」「キシ

リトールのガムの効用と費

用はどのくらいか」「子ど

ものヨダレがほとんどでな

いが、どうしたらよいか」

「永久歯が生えないという

ことを聞くがどういうこと

か」などの質問が出されま

した．

大藪先生からは，唾液は

よく噛むことで出やすくな

るが，あまり神経質になら

なくてもよいとのアドバイ

スもありました．そして，

「健康な永久歯がきちんと

生えてくるためにも，乳幼

児の時期から食生活や歯の

手入れなどが必要」とまと

め，終了しました．

連絡会では，10月7日（木）

に，イレバデー（10/8）プ

レ企画として「歯の何でも

電話相談」を行いました．

対応した歯科医師は6人

で，市民などから12件の相

談がありました．

歯みがきを嫌がる

こどもへの対応は？

「1歳のこどもが歯みが

きを嫌がる．どうしたらよ

いか」の質問には「親が一

緒に自分の歯みがきをお手

本に見せるとよいでしょう．

自分の歯に興味を待たせて，

歯ブラシに抵抗感を無くす

ことが大切です」と回答し

ました．

前歯がグラグラする

「ときどき前歯がグ

ラグラする．抜けてし

まわないか心配．原因

は？」との質問には，

「年齢を考えると歯周

病によるものだと思い

ます．ストレスなどが

高まると，無意識にく

いしばりが起こり，動揺が

強くなることもあります．

かかりつけの歯医者さんに

相談してみてください」と

回答しました．

インプラントは無理？

「硬いものが食べにくく

なった．インプラントにし

たいと思っているが，レン

トゲンも撮らずに無理と言

われた」との質問に，「イ

ンプラントができるかどう

かは，顎の骨の量によって

決まります．口の中を見た

だけで無理と言われたなら

かなり骨がなくなっている

と思われます．入れ歯の上

手な先生に作ってもらうと

いいですね」と回答しまし

た．

全国保険医団体連

合会では，イレバデーからイイハ

デーまでを歯科のアピール月間と

して，全国各地での活動を提起し

ています．

その取り組みの一つとして，街

頭宣伝や健康相談，講演会などを

行う中で，患者・国民と対話をし

ながら歯科医療についての意見を

聞くため「歯科医療に関する市民

アンケート」を実施しています．

アンケートはハガキ形式（Ｂ5

判）で，歯科での保険のきかない

治療についての考えや，歯科の保

険の窓口負担が高いか安いなどに

ついて，短時間で簡単に回答でき

るような内容となっています．

アンケートの締切は11月末で，

12月中に結果をまとめて，今後の

歯科医療改善に生かすためにマス

コミ発表や国会議員等への働きか

けを予定しています．

お手元にまだアンケートが残っ

ている場合は，記入をしていただ

き，そのままポストにご投函くだ

さい．

電話で相談を受ける歯科医師．

締切は11月末


